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若手研究者海外挑戦プログラムによる派遣を終了しましたので､下記のとおり報告いたします｡

なお､下記記載の内容については相違ありません｡

記

1.派遣先:都市名　ウプサラ (国名　スウェーデン　　　　　)

2.研究課題名(和文)  :抗凝固剤フリーなインプラントを目指した汎用プラスチック表面の改質

3.派遣期間:平成　30年　8月　20日　～　平成　30年12月　28日　(131日間)

4.受入機関名･部局名:　　ウプサラ大学　ルドペック研究所

5.派遣先で従事した研究内容と研究状況(1/2ページ程度を目安に記入すること)

本研究では､抗凝固剤を併用しないインプラントの実現を目指した表面改質剤を創製することを目
的とした｡従来の双性イオン型ポリマーはタンパク質や細胞の接着を抑制することで､血液凝固を

抑制していた｡しかしながら､そのようなアプローチでは液相あるいは表面から惹起された血液の

活性化反応は抑制できない｡そこで､ -パリンに代表される生理化学物質の固定化が必要となる｡

従来の双性イオン型ポリマーでは機能の付加が困難であるため､新たに双性イオン型ポリマーを設

計した｡ポリアミンからなるポリマーブラシに部分的にカルポキシル基を導入することで､ポリカ

チオンを基盤とした双性イオン性ポリマーブラシを設計した｡本表面では､一級アミンおよびカル

ポキシル基を容易に修飾できるため､さらなる機能付与が可能となる｡今回は､そのパイロット実

験として､派遣先にてポリカチオンを基盤とした双性イオン性ポリマーブラシの血液適合性を評価
した｡派遣先の有するスライドチャンバーモデルでヒト全血を用いた血液適合性試験を行った｡全

血中の血小板減少数および血紫中の補体系/凝固系の活性化度合いを評価した｡具体的には､補体系

についてはC3aおよびsC5b-9､凝固系についてはトロンビン-アンチトロンビン複合体をELISAに

て測定した｡作製したポリカチオンを基盤とした双性イオン性ポリマーブラシは､血小板の減少お

よび凝固系の活性化に関して､カルポキシル基を基盤としたポリマーブラシ表面よりも抑制するこ

とが分かった｡これは､ハ-ゲマン因子を起点とする凝固系の活性化が抑制されるためと考えられ

る｡また､補体系の活性化に関して､ポリカチオンを基盤とした双性イオン性ポリマーブラシは､一

級アミンを基盤としたポリマーブラシ表面よりも抑制することが分かった｡これは､補体系タンパ

ク質の吸着を抑制するためと考えられる｡また､本表面は従来の双性イオン型ポリマーブラシと同

程度の血液適合性を示すことが分かった｡



 


